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このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
・取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。
・ご使用前に「安全上のご注意」(2 〜3 ページ )を必ずお読みください。
・お読みになったあとは、大切に保管し、必要なときにお読みください。

この説明書は必ずお客様にお渡しください。

お 客 様 へ

工事店様へ

施工説明書別添付
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品番 SP7080
（ホワイト）
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■�リモコンの乾電池を破損するようなことはしない

警告

・修理はお買い上げの販売
店・工事店または、この
説明書に記載の「修理ご
相談窓口」へご相談くだ
さい。

分解禁止

■�絶対に分解したり、
　修理・改造をしない

火災・感電・落下
によるけがの原因
になります。

ショートして火災・感電の
原因になります。

■�水をかけたり、
　ぬらさない

■�運転中は
　羽根に触れない

禁 止

�落下や破損してけがなどの
原因になります。

水ぬれ禁止

・修理はお買い上げの販売
店・工事店または、この
説明書に記載の「修理ご
相談窓口」へご相談くだ
さい。

■�異常な振動が発生した場
合は、使うのをやめる

取り付けがゆるみ、
落下して、けがの
原因になります。

■�お手入れの際は、
　必ず電源を切る

■�本体に
　ぶらさがらない

禁 止

�落下してけがの原因に
なります。

不意に作動してけ
がをしたり、感電
の 原 因 に な り ま
す。

人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。
■	誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。

警告 「死亡や重傷を負う恐れが 
ある内容」です。 注意

「軽傷を負うことや、財産の 
損害が発生する恐れがある
内容」です。

■	お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。（次は図記号の一例です）

してはいけない内容です。 実行しなければならない内容です。

安全上のご注意 必ずお守りください

禁 止

　　  は正しく入れる、新旧、異種の電池は混用しない、充電しない、ショー
トさせない、分解・加熱・火への投入はしない、充電式電池は使わない、	
寿命が切れた乾電池を入れたままにしない、乾電池を長期間入れたままにし
ない、乾電池以外の異物（クリップなど）を入れない（ ）

液もれ・破損やショートしてやけど・感電の原因になります。

必ず守る 必ず守る
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■�殺虫剤をかけたり、
　周囲に薬品などを
　置かない

引火やショートして、火災・
感電の原因になります。

■�油、ホコリの多いとこ
ろでは使わない

■�万一、羽根が壊れたと
きは、全部取り替える

■�風を長時間、
　体にあてない

禁 止

健康を害することが
あります。

禁 止

引火して、
火災の原因になり
ます。

振動して落下し、けがの原
因になります。
・修理はお買い上げの販売店・

工事店または、この説明書
に記載の「修理ご相談窓口」
へご相談ください。

禁 止

■�直接、風をあてない ■�お手入れのときは、
　安定した台などを用意
　して行う

禁 止

落下による、けがの原因に
なります。

転倒して、けがの原因にな
ります。

■�電気工事は、必ず専門の
工事業者に依頼する

誤った配線工事は、漏電や感
電、火災の原因になります。

■�ご使用を終了した製品
は、放置せず、撤去する

万一の場合、落下による、
けがの原因になります。

■�本体の取り外しは販売
店・工事店に依頼する

感電や落下による、けがの
原因になります。

注意

必ず守る

必ず守る

必ず守る

必ず守る

必ず守る

■�高温 (40℃以上 )、多湿 ( スチームの発生する場所 
など ) になるところでは使わない

水場使用
禁止

漏電して、火災・感電のおそれがあります。
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各部のなまえ
1 リモコンの準備をする

2 リモコンの受信範囲
■受信部はリモコン信号（赤外線）を直接受信しますので、右図の
　ように、信号が遮断されたり、または蛍光灯照明器具などによって、
　本体が受信できない場合があります。

●受信部の近くにガラスや壁の遮へい物があり、送信の障害に
　なるところ
●ネットやガラスなど、光を減衰、または反射するものが
　あるところ
●受信部に蛍光灯照明器具の光が直接当たっているところ

蛍光灯照明器具

ネット
やガラス

遮へい物
受信部

フランジ

リモコン受信部

本体

羽根

本体

リモコン
●運転のしかたは6ページです。

< 別売の専用照明器具を取り付けた場合> 

リモコン受信部

●リモコンを落としたり、踏んだり、液状のもの（水など）をかけたりしないでください。
　(故障の原因になります)
●調光器を使用しないでください。(故障や異常音の原因になります) 
●このリモコンは、市販の学習リモコン（ラーニングリモコン）に記憶させてお使いになると、
　受信範囲が著しくせまくなることがあります。
●シーリングファンは、羽根が回転することにより、横揺れ(2～3mm)が起きる場合がありますが、
　故障ではありません。
●運転中はモーター音と風切り音が発生することがありますが、異常ではありません。

お願い

お知らせ

送信部

「ファン 切/入」
ボタン

「風量」
ボタン

リセット
ボタン

液晶表示部

「1/f ゆらぎ」ボタン

「風向」ボタン

「切タイマー」ボタン

「照明 切/入」ボタン

リモコン
ホルダー

木ねじ
(φ4×16L:2本)

ふたを閉める3

リモコンホルダーを
取り付ける4

乾電池を入れる
（単4形・2個）

を正しく入れる。＋－

2

ふたをはずす
（押しながら、引く）

1
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お使いになるまえに
1 リモコンの準備をする

2 リモコンの受信範囲
■受信部はリモコン信号（赤外線）を直接受信しますので、右図の
　ように、信号が遮断されたり、または蛍光灯照明器具などによって、
　本体が受信できない場合があります。

●受信部の近くにガラスや壁の遮へい物があり、送信の障害に
　なるところ
●ネットやガラスなど、光を減衰、または反射するものが
　あるところ
●受信部に蛍光灯照明器具の光が直接当たっているところ

蛍光灯照明器具

ネット
やガラス

遮へい物
受信部

フランジ

リモコン受信部

本体

羽根

本体

リモコン
●運転のしかたは6ページです。

< 別売の専用照明器具を取り付けた場合> 

リモコン受信部

●リモコンを落としたり、踏んだり、液状のもの（水など）をかけたりしないでください。
　(故障の原因になります)
●調光器を使用しないでください。(故障や異常音の原因になります) 
●このリモコンは、市販の学習リモコン（ラーニングリモコン）に記憶させてお使いになると、
　受信範囲が著しくせまくなることがあります。
●シーリングファンは、羽根が回転することにより、横揺れ(2～3mm)が起きる場合がありますが、
　故障ではありません。
●運転中はモーター音と風切り音が発生することがありますが、異常ではありません。

お願い

お知らせ

送信部

「ファン 切/入」
ボタン

「風量」
ボタン

リセット
ボタン

液晶表示部

「1/f ゆらぎ」ボタン

「風向」ボタン

「切タイマー」ボタン

「照明 切/入」ボタン

リモコン
ホルダー

木ねじ
(φ4×16L:2本)

ふたを閉める3

リモコンホルダーを
取り付ける4

乾電池を入れる
（単4形・2個）

を正しく入れる。＋－

2

ふたをはずす
（押しながら、引く）

1
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運転のしかた

お願い

お知らせ

本体

●下図は風量が「中」、
　1/ fゆらぎが「入」、
　風向きが「下向」、
　切タイマーが「6時間」のとき

●リモコン操作について
・お使いになるときは、リモコンを必ずリモコンホルダーからはずし、本体の受信部に向けて操作して
　ください。(リモコンホルダーは保管用ですので、リモコンを差し込んだ状態でボタンを押しても、
　本体が動作しないことがあります)
・本体が受信しない状態でリモコン操作をすると、リモコンの表示は本体の運転状態と違う表示になります。
　リモコン操作は、必ず本体に向けて受信音（ピッなど）を確認してください。
●本体が正常に動作しない場合は、「故障かな！？」（9ページ）の点検をおこなってください。
●ボタンを押すたびに本体から「ピッ」音が鳴ります。
・ファンおよび照明が「切」のときは長音「ピーッ」です。
・1/f ゆらぎを「取消」および、切タイマーを「解除」のときは半長音「ピーッ」です。
・切タイマー「1時間」を設定したときは「ピッピッ」です。
●「風向」ボタンを押したとき、切換音（カチッ）と、若干のうなり音がしますが異常ではありません。
●回転開始時、反動で本体が少し動いたり、音がしたりすることがありますが異常ではありません。
●冬期など使用環境温度が低い場合は始動時の羽根の回転が遅くなります。正規の回転数に安定する
　までに、数分かかることがあります。
●専用照明器具（別売品）の点灯中は、リモコンが受信しにくい場合がありますが、異常ではありません。
  （数分で通常どおりに使用できます）
●リモコンでファンおよび照明が「切」のときの消費電力は約0.3Wです。
●停電時の各機器（ファン本体、リモコン、専用照明器具）の状態は下表の通りです。

リモコン 送信部

「ファン 切/入」ボタン

「風量」ボタン

「1/f ゆらぎ」ボタン

リモコン受信部
 壁スイッチ
（市販品）

液晶表示部

「風向」ボタン

リセットボタン
・リモコンの記憶を
　リセットします。
・電池交換後、操作安定の
　ため押してください。
　（通常、押すことは
　　ありません）

「切タイマー」ボタン
「照明 切/入」ボタン

電源

ファンの運転を再開させるためには、リモコンの「ファン 切／入」ボタンを押して液晶表示部が何も表示
しない状態にしてから再び「ファン 切／入」ボタンを押してください。

 停電中 停電復帰後
ファン本体 停止 停止
リモコン 運転中表示 運転中表示
専用照明器具 消灯 点灯（壁スイッチ「入」の場合）

ファンを 切
にしたいとき

運　転
したいとき

1/fゆらぎ
にしたいとき

切タイマー
を使いたいとき

風　向
を変えたいとき

風　量
を変えたいとき

「ファン 切/入」
ボタンを押す

「ファン 切/入」
ボタンを押す

「1/f ゆらぎ」ボタン
を押す

「設定」を押す

「下向」または「上向」
を押す 
●下向…正回転（風を下向きに送ります）
 ⇒夏場など、直接風を当て、涼風感を与えます。 　
●上向…逆回転（風を上向きに送ります）
 ⇒冬場など、部屋全体にゆっくりとした風を送り、部屋の
 　空気をかくはんします。
 　

「風量」ボタンの
「▲」「▼」
を押す

●液晶表示部に前回の運転
　状態が表示されます。
　（切タイマーの設定は解除
　 されます）

●1/fゆらぎは風量にきめ細
   かな強弱の変化をつけ、よ
   り自然に近い、ここちよい
   風を送ります。
●ふたたび押すと「1/fゆらぎ」
　が解除されます。

●「設定」を押すたびに切タイマー
　時間が切り換わります。
　（1→2→3→4→5→6時間）

●時間の経過とともに、切タイ
　マーの数字が切り替わり、
　残り時間の目安を表示します。
●設定した時間がたつと、運転
　が停止します。
●「解除」で設定タイマーが解除
　されます。
●専用照明器具の切タイマー
　設定はできません。

●押すたびに、専用照明器具だけが
　消灯／点灯します。

●専用照明器具は消灯できま
　せん。

●羽根の回転方向を切り換え
　ます。

●「▲」または「▼」を押すと
　風量が切り換ります。
　（ソフト→←弱→←中→←強）

照明
をつけたいとき

「照明 切/入」
ボタンを押す

壁スイッチを設置している場合、リモコンを操作する前に壁スイッチを 
「入」にしてください。

＜シーリングファンを使いたいとき＞

＜専用照明器具を使いたいとき＞（専用照明器具を取り付けていない場合は使えません）

●専用照明器具を取り付けている
場合、専用照明器具が点灯します。

●リモコン操作ができる状態に
なります。

●	壁スイッチが「切」のとき、リモコン操作
はできません。

●	専用照明器具（別売品）を取り付けている
場合、専用照明器具は壁スイッチで「切／
入」できます。

●	冷房や暖房の効果を高めるため、エアコン
などとの併用をおすすめします。
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お願い

お知らせ

本体

●下図は風量が「中」、
　1/ fゆらぎが「入」、
　風向きが「下向」、
　切タイマーが「6時間」のとき

●リモコン操作について
・お使いになるときは、リモコンを必ずリモコンホルダーからはずし、本体の受信部に向けて操作して
　ください。(リモコンホルダーは保管用ですので、リモコンを差し込んだ状態でボタンを押しても、
　本体が動作しないことがあります)
・本体が受信しない状態でリモコン操作をすると、リモコンの表示は本体の運転状態と違う表示になります。
　リモコン操作は、必ず本体に向けて受信音（ピッなど）を確認してください。
●本体が正常に動作しない場合は、「故障かな！？」（9ページ）の点検をおこなってください。
●ボタンを押すたびに本体から「ピッ」音が鳴ります。
・ファンおよび照明が「切」のときは長音「ピーッ」です。
・1/f ゆらぎを「取消」および、切タイマーを「解除」のときは半長音「ピーッ」です。
・切タイマー「1時間」を設定したときは「ピッピッ」です。
●「風向」ボタンを押したとき、切換音（カチッ）と、若干のうなり音がしますが異常ではありません。
●回転開始時、反動で本体が少し動いたり、音がしたりすることがありますが異常ではありません。
●冬期など使用環境温度が低い場合は始動時の羽根の回転が遅くなります。正規の回転数に安定する
　までに、数分かかることがあります。
●専用照明器具（別売品）の点灯中は、リモコンが受信しにくい場合がありますが、異常ではありません。
  （数分で通常どおりに使用できます）
●リモコンでファンおよび照明が「切」のときの消費電力は約0.3Wです。
●停電時の各機器（ファン本体、リモコン、専用照明器具）の状態は下表の通りです。

リモコン 送信部

「ファン 切/入」ボタン

「風量」ボタン

「1/f ゆらぎ」ボタン

リモコン受信部
 壁スイッチ
（市販品）

液晶表示部

「風向」ボタン

リセットボタン
・リモコンの記憶を
　リセットします。
・電池交換後、操作安定の
　ため押してください。
　（通常、押すことは
　　ありません）

「切タイマー」ボタン
「照明 切/入」ボタン

電源

ファンの運転を再開させるためには、リモコンの「ファン 切／入」ボタンを押して液晶表示部が何も表示
しない状態にしてから再び「ファン 切／入」ボタンを押してください。

 停電中 停電復帰後
ファン本体 停止 停止
リモコン 運転中表示 運転中表示
専用照明器具 消灯 点灯（壁スイッチ「入」の場合）

ファンを 切
にしたいとき

運　転
したいとき

1/fゆらぎ
にしたいとき

切タイマー
を使いたいとき

風　向
を変えたいとき

風　量
を変えたいとき

「ファン 切/入」
ボタンを押す

「ファン 切/入」
ボタンを押す

「1/f ゆらぎ」ボタン
を押す

「設定」を押す

「下向」または「上向」
を押す 
●下向…正回転（風を下向きに送ります）
 ⇒夏場など、直接風を当て、涼風感を与えます。 　
●上向…逆回転（風を上向きに送ります）
 ⇒冬場など、部屋全体にゆっくりとした風を送り、部屋の
 　空気をかくはんします。
 　

「風量」ボタンの
「▲」「▼」
を押す

●液晶表示部に前回の運転
　状態が表示されます。
　（切タイマーの設定は解除
　 されます）

●1/fゆらぎは風量にきめ細
   かな強弱の変化をつけ、よ
   り自然に近い、ここちよい
   風を送ります。
●ふたたび押すと「1/fゆらぎ」
　が解除されます。

●「設定」を押すたびに切タイマー
　時間が切り換わります。
　（1→2→3→4→5→6時間）

●時間の経過とともに、切タイ
　マーの数字が切り替わり、
　残り時間の目安を表示します。
●設定した時間がたつと、運転
　が停止します。
●「解除」で設定タイマーが解除
　されます。
●専用照明器具の切タイマー
　設定はできません。

●押すたびに、専用照明器具だけが
　消灯／点灯します。

●専用照明器具は消灯できま
　せん。

●羽根の回転方向を切り換え
　ます。

●「▲」または「▼」を押すと
　風量が切り換ります。
　（ソフト→←弱→←中→←強）

照明
をつけたいとき

「照明 切/入」
ボタンを押す

壁スイッチを設置している場合、リモコンを操作する前に壁スイッチを 
「入」にしてください。

＜シーリングファンを使いたいとき＞

＜専用照明器具を使いたいとき＞（専用照明器具を取り付けていない場合は使えません）

●専用照明器具を取り付けている
場合、専用照明器具が点灯します。

●リモコン操作ができる状態に
なります。
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お手入れのしかた

本体、リモコン　（1ヵ月に 1 回程度）

ぬるま湯か、薄めた台所用中性洗剤を浸した
柔らかい布を、かたくしぼって汚れをふき取り、
からぶきをする

●羽根に強い力を加えたりして、羽根を変形させない
　でください。
　（本体の横揺れ、振動の原因になります）
●右図のようなものなどは使わないでください。
　（変形、変色の原因になります）
●化学ぞうきんを使うときは、その注意書きに
　従ってください。

乾電池の交換（乾電池の寿命は約 1 年です / 使用状況によって変わります）

ふたを閉める3

乾電池を入れる
（単4形・2個）
　　 を正しく
入れる。
＋－

2

ふたをはずす
（押しながら、引く）

1

●�電池交換後、操作安定のため、リセット
ボタンを押してください。（6 ページ）

■交換時期のめやす

■交換のしかた

●リモコンの「ファン 切 / 入」を押しても液晶表示部が表示しなくなったときなど。

警告

（ ）
禁 止

液もれ・破損やショートしてやけど・
感電の原因になります。

　　  は正しく入れる、新旧、異種の電池は混用しない、
充電しない、ショートさせない、分解・加熱・火への投入
はしない、充電式電池は使わない、寿命が切れた乾電池を
入れたままにしない、乾電池を長期間入れたままにしない、
乾電池以外の異物（クリップなど）を入れない

リモコンの乾電池を破損するようなことはしない

ミガキ
粉

漂
白
剤

ア
ル
コ
ー
ル
や

ベ
ン
ジ
ン
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本体の揺れが大きい

振動している

●羽根が破損や変形していませんか。
　①電源を「切」にしてください
　②�羽根が破損や変形していないか確認し、破損や変形し

ている場合は、お買い上げの販売店に依頼し羽根を全
部取り替えてください。

ー

ちょっとお調べください。
修理を依頼するまえに、一度確かめてみてください。

運転しない

リモコンで作動しない

受信しない

こんなとき ちょっとお調べください／処置 参考
ページ

●リモコンの電池切れではありませんか。
　→�リモコンの「ファン 切 / 入」を押して、液晶表示部が

表示しないときは新しい乾電池と交換してください。
●リモコン乾電池の＋−が逆になっていませんか。
　→�乾電池の向きを正しくしてください。

●壁スイッチが「切」になっていませんか。
　→壁スイッチが「入」の場合は、いったん「切」にし
　　たあと、約 10 秒後に再度「入」にしてください。

8

7

故障かな？と思ったら

●�受信部の近くにガラスや壁の遮へい物があり、送信の障害
になっていませんか。

●ネットやガラスなど、光を減衰、または反射するものがあ
　りませんか。
●受信部に直射日光や他の照明器具の強い光が当たってい
　ませんか。

→�リモコンの受信のさまたげになるものを取り除くか、	
リモコンをできるだけ受信部に近づけて操作してくだ	
さい。

5

●�上記の点検でなお異常のある場合には、ただちに電源を切り、お買い上げの販売店、工事店、お客様ご相談
窓口にご相談ください。

●�羽根の回転を妨げるものはありませんか。
　→�電源を「切」にし、羽根の回転を妨げるものがないか

確認してください。再度、電源を「入」にして、リモ
コン操作をおこなってください。

ー
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保証とアフターサービス よくお読みください

SP7080
SP7081

SP7084
SP7082

お買い上げの製品
品番□にチェック
してください。
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日本産業規格JIS C9921-1による



仕 様
風量
(m3/h)

5,030

5,460

本体質量※
(kg)

風　速
(m/s)

1.6

1.6

回転数
(r/min)

121

126

消費電力
(W)

20

27

周波数
(Hz)

50

60

電　圧
(V)

100

品　番

SP7080
SP7081
SP7082
SP7084

●消費電力、回転数、風速、風量は「正回転」「1/fゆらぎ：切」「風量：強」のときの値です。

●リモコンでファンおよび照明が「切」のときの消費電力は約0.3Wです。
※本体質量は、アダプタとリモコンを除いた質量です。
●冬期など使用環境温度が低い場合は、始動時の羽根の回転が遅くなります。正規の回転数に安定するまで
　に、数分かかることがあります。
●使用環境温度は、5～40℃です。
●この製品は、日本国内用に設計されています。電源電圧や電源周波数の異なる外国では、使用できません。
　また、アフターサービスもできません。

5.5

愛情点検 長年ご使用のシーリングファンの点検を！

こんな
症状は
ありま
せんか

● 電源を入れても運転しないときがある。
● 回転が遅い、または回転が不規則。
● こげくさい臭いがする。
● モーター部が異常に熱い。

ご使用
中止

このような症状のときは、
故障や事故防止のため、
運転を中止し、電源を切り、
必ず販売店に点検をご相談
ください。
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